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去
る
六
月
四
日
（
土
）
～
六
日
（
月
）
の
三
日
間
、
県
内
各
地
で
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
本
校
生
が
大
活
躍
し
た
競
技
の
結

果
を
紹
介
し
ま
す
。 
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地
区
総
体
・
県
総
体
と
続
く
競
技
に
お
い
て
全
力
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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去
る
六
月
二
十
五
日
（
土
）
・
二
十
六
日
（
日
）
の
両
日
、
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ド
リ
ー

ム
パ
ル
）
と
若
柳
公
民
館
を
会
場
に
、
「
咲
き
誇
れ 

文
化
の
花
と
創
造
力
」
の
大
会
テ
ー
マ
の

も
と
、
県
総
文
祭
総
合
開
会
式
と
合
わ
せ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
合
開
会
式
で
は
、
本
校
生
徒
会
長
の
佐
藤
真
依
さ
ん
が

生
徒
実
行
委
員
長
と
し
て
歓
迎
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
古
川
高
校
合
唱
部
、
気
仙
沼
高
校
マ

ン
ド
リ
ン
部
、
石
巻
高
校
吹
奏
楽
部
、
仙
台
高
校
演
劇
部
、

古
川
黎
明
高
校
吟
詠
剣
詩
部
、
志
津
川
高
校
郷
土
芸
能
愛
好

会
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
若
柳
公
民
館
で
は

栗
原
・
登
米
支
部
の
文
化
部
各
部
の
展
示
発
表
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

二
十
六
日
に
は
栗
原
・
登
米
支 

部
の
各
高
校
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発 

表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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７月２２日（金）全校集会・大掃除・献血 

２５日（月）３年次登校日 

３１日（日）学校説明会 

        全国高校総合文化祭（～4日） 

８月 １日（月）学校説明会振替休日 

４日（木）アーク溶接特別教育（～５日） 

８日（月）ガス溶接技能講習（～9日） 

１１日（日）山の日 

１８日（木）３年就職希望生徒登校日 

１９日（金）全校集会・大掃除 

           基礎力診断テスト 

防
災
避
難
訓
練 

 

六
月
九
日
（
木
）
に
防
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
宮
城
県
沖
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

講
評
で
教
頭
先
生
は
「
今
回
は
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

で
、
避
難
経
路
の
確
認
と
避
難
時
の
行
動
に
つ
い
て
、
常
日
頃

か
ら
最
善
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
確
認
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
こ
の
地
区
は
河
川
氾
濫
時
に
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

防
災
意
識
も
同
時
に
高
め
て
ほ
し
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

  

全
国
総
合
文
化
祭 

 

令
和
四
年
度
第
四
十
六
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

東
京
大
会
（
と
う
き
ょ
う
総

文
２
０
２
２
）
が
東
京
都
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は 

写
真
部
三
年
の
工
藤
花
奈
さ

ん
（
石
越
中
）
が
優
秀
賞

（
全
国
六
位
）
を
受
賞
す
る

な
ど
、
実
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
本
校
写
真
部
か

ら
三
年
佐
藤
里
奈
さ
ん
（
金

成
中
）
、
三
年
小
野
寺
か
れ

ん
さ
ん
（
石
越
中
）
、
三
年

佐
々
木
珠
さ
ん
（
栗
原
南

中
）
、
二
年
安
部
陽
菜
さ
ん

（
佐
沼
中
）
の
四
名
が
参
加

し
ま
す
。 

 

開
催
期
間
は
令
和
四
年
七

月
三
十
一
日
（
日
）
～
八
月

四
日
（
木
）
に
上
野
公
園
内

の
東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

三
年
次 

進
路
別
ガ
イ
ダ
ン
ス 

 

六
月
十
三
日
（
月
）
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
利
用
し
て
、
三
年
次
で
は
進
路
別
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
各
教
室
と
課
研
１
・
２
・
７
、
進
路
学
習

室
、
迫
桜
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
生
徒
各
人
の
希
望
に
合
わ
せ
て
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
・
公
務
員
・
民
間
企
業
関
係
の
方
々
か
ら
個
別
に
進
路
に
つ
い

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
三
年
次
は
進
路
達
成
に
向
け
て
暑
い
夏
に
向
か
い
ま
す
。
負
け
る

な
、
迫
桜
生
！  

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

産
業
見
学
会 

土
木
系
列
～
Ｅ
Ｅ
東
北
‘
22
参
加
～ 

 
六
月
二
日
（
木
）
、
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
を
主
会
場
に
、
国
土
交
通
省
東
北
技

術
事
務
所
主
催
の
建
設
技
術
公
開
（
Ｅ
Ｅ
東
北
‘
22
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 本

校
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
列
土
木
二
・
三
年
次
二
十
九
名
が
、
建
設
工

事
に
係
わ
る
新
技
術
・
新
材
料
・
新
工
法
等
の
見
学
を
通
し
て
日
常
の
教
科
学

習
に
関
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
ま
し
た
。 
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